
  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

「アイ･エー 経営者通信 」送付のご案内           
浅春の候、貴社ますますご盛栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のお引⽴て

を賜り厚くお礼申し上げます。今月も「アイ・エー経営者通信」をお届けします。 

隣家の⽊の枝【令和５年４月１⽇法改正】⺠法 

今まで、隣の⽊の枝が越境して⾃分の庭に伸びてきた時、勝⼿に切ることはできず、
隣家に切除させる必要がありました。本年 4 月 1 ⽇の⺠法改正により以下の条件があ
れば可能になるそうです。・⽵⽊の所有者への催告後相当期間に切除しないとき・所
有者の承諾を得る・承諾を得られなくても裁判で判決を得られれば代執⾏が可能・共
有者全員でなく 1 名の承諾（訴訟）で可能、など。今までに⽐較し⼤幅に迷惑を受け
る側に有利になります。他にも隣地使⽤権の⾒直しにより、境界線付近の⼯事やライ
フライン設置のための権利も認められるようになります。今回の⺠法改正では、所有
者が不明、特定困難な⼟地の扱いについても、対応しやすい形に変更されます。 

割増賃⾦率【令和５年４月１⽇法改正】労基法 
⼤企業においては 2010/4/1 から適⽤されていましたが、今年 4/1 から業種・規模・
従業員数問わず、1 ヵ月 60 時間を超える法定時間外労働に対する割増率が、現⾏の
25％以上から 50％以上に引き上げとなります。代替休暇の付与についても同様です。 

デジタルマネー給与【令和５年４月１⽇法改正】労基法 
本来、賃⾦は原則として通貨によって支払うことと労基法で決められています。ただ
し、従業員が同意した場合は、従業員の指定する銀⾏⼝座などに振込むことが認めら
れています。現在では⼀般的な⼝座振込も当初は例外だったのです。今回改定のデジ
タルマネー⼝座への振込も通貨払の原則への例外的な⽅法として、従業員の同意を得
た場合に限り可能となります。会社にとっては、あくまで支払⽅法の選択肢が⼀つ増
えたということで義務ではありません。デジタルマネー⼝座は指定を受けた資⾦移動
業者の⼝座に限られ・⼝座残高が 100 万円を超えない・1 円単位での出⼊⾦が可能・
破綻や不正利⽤に対する仕組みの整備、等の要件があります。企業側にとっては⼿数
料の削減や福利厚⽣、⼀部外国⼈など銀⾏⼝座の作れない従業員を雇⽤できるなどの
メリットがありますが、銀⾏振込との二重運⽤、個⼈キーの管理、運⽤⼯数の増加な
どのデメリット、特にセキュリティー面や運⽤⼿順の心配があります。今後、⼀般的
な仕組みとなる可能性を⾒越して、賞与や⼿当類の⼀部などとして段階的な導⼊を検
討しても良いかもしれません。他にも 4/1 からは、⼤企業においては育休取得状況の
公表義務化もスタートします。では今月もよろしくお願い申し上げます。 

 

 

～トピックス～ 

ついこの前、シーズンが終わったば

かりに思いますが、もう３月。いろい

ろなスポーツが、新シーズンを迎え

ようとしています。特に最近、連日ニ

ュースで取り上げられているWBC

は楽しみにされている方も多く、侍た

ちの活躍に期待したいと思います。 

今大会は２年の延期を経て、満を持

しての開催。しかも声を出しての応

援も出来るようになりました。壮行試

合も、昨シーズンまでの静かな雰囲

気と異なり、楽器を使い歓声の上が

る賑やかな試合でした。 

ウィズコロナという表現すら聞かなく

なり、元の日常に戻ろうという雰囲

気です。スポーツに限らず、コンサ

ートなど多くのイベントが、一定の対

策を講じた上で、と断りを入れて開

催されるようになってきました。 

卒業式ではマスク不要になりそうで

すが、卒業生にとってはクラスメイト

の素顔を見る最初で最後の機会に

なるのでしょうか。 

そうはいっても、街中すべての施設

でマスク不要とはなりそうもなく、各

種対策も当分の間、現状維持となる

でしょうか。しかも花粉の飛び交う

中、私個人は、まだしばらくマスク無

しではいられません。そしてＦ１の開

幕にワクワクしてホンダの活躍を応

援しています。（浅井） 

料金別納郵便 
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経
営
者
通
信

   

―
あ
な
た
か
ら
の
情
報
と
し
て
経
営
者
に
―

ワンポイント

3 2023（令和5年）

モクレン

日

土

月
火
水
木
金

5

11

6
7
8
9
10

19
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20
21
22
23
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・
・

日

土

月
火
水
木
金

・

4

・
・
1
2
3
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18

13
14
15
16
17

26

・

27
28
29
30
31

・
・
・
・
・

3月の税務と労務3月 （弥生）MARCH

21日・春分の日 国　税／ 令和4年分所得税の確定申
告 2月16日～3月15日

国　税／ 個人の青色申告の承認申請
 3月15日

国　税／ 贈与税の申告 
 2月1日～3月15日

国　税／ 2月分源泉所得税の納付 
 3月10日

国　税／ 個人事業者の令和4年分消
費税等の確定申告 3月31日

国　税／ 1月決算法人の確定申告（法
人税・消費税等） 3月31日

国　税／ 7月決算法人の中間申告 
 3月31日

国　税／ 4月、7月、10月決算法人の消
費税等の中間申告（年3回の
場合） 3月31日

地方税／ 個人の都道府県民税、市町
村民税、事業税（事業所税）
の申告 3月15日

　預金口座の情報をマイナンバーとともに事前に国（デジタル庁）
に登録することで、給付金等の申請の際に申請書への口座情報の
記載や通帳の写し等の添付などが不要になる制度。口座情報は行
政機関等に提供されて、給付金のほか、年金、児童手当、所得税
の還付金等、幅広い給付金等の支給事務に利用されます。

公金受取口座登録制度



3 月号─2

I
S
O
規
格
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
規
格
」
と
呼
ば
れ
、
代
表
的
な

も
の
に
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
（
I
S
O
９
０
０
１
）
や
環
境
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
I
S
O

１
４
０
０
１
）
な
ど
の
規
格
が
あ
り

ま
す
。

二
　「
I
S
O
９
０
０
１
」
認
証
の

必
要
性

　
企
業
に
と
っ
て
海
外
で
ビ
ジ
ネ
ス

を
す
る
際
、
I
S
O
認
証
は
国
際
的

な
お
墨
付
き
を
も
ら
え
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
特
に
重
要
視
さ
れ

る
の
は
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の
規
格
「
I
S
O
９
０
０
１
」
で

す
。

　
I
S
O
９
０
０
１
は
、
製
品
や
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ま
で
の
作
業
環

境
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
で
す
。
作
業
の

工
程
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る
こ
と
で

誰
が
作
っ
て
も
同
じ
で
高
い
品
質
を

維
持
で
き
ま
す
。

　
I
S
O
９
０
０
１
の
認
証
数
は

１
８
９
カ
国
、お
よ
そ
１
０
７
万（
出

典
：
２
０
２
１
年
現
在
I
S
O
　

S
u
r
v
e
y
２
０
２
１
）
と
な
っ

て
お
り
世
界
で
最
も
普
及
し
て
い
る

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
で
す
。

を
目
指
す
の
は
何
の
た
め
で
し
ょ
う

か
。

　
I
S
O
認
証
に
つ
い
て
詳
し
く

み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

一
　
I
S
O
と
は

　
I
S
O
と
は
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
に
本
部
が
あ
り
国
際
標
準
化
機
構

（International O
rganization for 

Standardization

）
の
略
称
で
国
際

的
な
標
準
と
な
る
国
際
規
格
を
策
定

し
て
い
る
組
織
で
す
。
１
９
４
７
年

に
設
立
さ
れ
世
界
で
１
６
０
カ
国
以

上
の
国
家
標
準
化
団
体
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
I
S
O
規
格
は
、
国
際
的
な
取
引

を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
「
世
界
中

で
同
じ
品
質
、
同
じ
レ
ベ
ル
の
も
の

を
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
国
際
的
な
基
準
で
す
。
約

２
万
あ
る
規
格
は
工
業
製
品
・
技

術
・
食
品
安
全
・
農
業
・
医
療
な
ど

あ
ら
ゆ
る
分
野
を
網
羅
し
て
お
り

I
S
O
が
国
際
的
に
共
通
の
基
準

を
設
け
る
こ
と
で
世
界
中
の
製
品
の

安
全
性
や
質
が
高
ま
り
世
界
貿
易
を

発
展
さ
せ
る
こ
と
に
役
立
ち
ま
す
。

　
一
方
、
製
品
そ
の
も
の
で
は
な
く

組
織
の
品
質
活
動
や
環
境
活
動
を
管

理
す
る
た
め
の
仕
組
み
に
つ
い
て
も

　
非
常
口
の
緑
の
マ
ー
ク
や
カ
ー
ド

の
サ
イ
ズ
は
世
界
共
通
で
す
。
そ
れ

は
「
I
S
O
」
と
い
う
世
界
共
通
の

規
格
で
国
際
的
に
定
め
ら
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。
I
S
O
に
は
モ
ノ
の

規
格
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の

規
格
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
企

業
が
そ
の
認
証
取
得
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
る
の
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
規

格
の
方
で
す
。

　
I
S
O
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
規
格
に

は
、さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

ど
の
規
格
に
し
て
も
企
業
な
ど
が
そ

の
適
合
認
証
を
取
得
す
る
に
は
大
変

な
労
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
I
S
O
の
認
証
取
得

I
S
O
９
０
０
１
を
取
得
す
る
と

国
際
的
な
信
頼
を
得
ら
れ
輸
出
の
際

に
有
利
で
あ
り
、
ま
た
、
国
内
の
顧

客
に
対
し
て
も
信
頼
獲
得
や
組
織
の

活
性
化
に
も
有
効
で
す
。

三
　
I
S
O
認
証
の
メ
リ
ッ
ト

⑴
　
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
が
作
れ
る

　
I
S
O
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
規
格
に
は
組
織
を
管
理
運
営
す

る
た
め
に
必
要
と
な
る「
要
求
事
項
」

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
I
S
O

の
規
格
の
構
成
は
ど
の
規
格
も
ほ
ぼ

同
じ
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
規

格
の
中
で
特
徴
的
な
要
求
事
項
が

「
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
」
に
よ
る
継

続
的
改
善
で
す
。

　
P
D
C
A
と
は
、「
P
l
a
n（
計

画
を
立
て
る
）」、「
D
o
（
実
行
す

る
）」、「
C
h
e
c
k（
確
認
す
る
）」、

「
A
c
t
i
o
n
（
改
善
す
る
）」
で
、

こ
の
４
つ
の
項
目
を
繰
り
返
し
行
う

こ
と
で
手
順
や
ル
ー
ル
を
明
確
に
定

め
企
業
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

そ
れ
を
試
行
錯
誤
す
る
こ
と
で
継
続

的
に
改
善
さ
れ
企
業
体
質
の
改
善
や

強
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

⑵
　
責
任
と
権
限
が
明
確
に
な
る

　
手
順
を
明
確
に
し
て
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
す
る
こ
と
で
責
任
や
権
限
の

めざせ
ISO認証取得



3─3月号

す
べ
て
の
従
業
員
に
「
I
S
O
を
取

得
す
る
」
こ
と
を
宣
言
し
、
会
社
全

体
で
取
り
組
む
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
る
こ
と
を
意
識
づ
け
ま
す
。

そ
し
て
、
I
S
O
規
格
に
つ
い
て
社

内
で
勉
強
会
や
研
修
等
を
開
催
し
知

識
を
深
め
ま
す
。
業
務
内
容
を
洗
い

出
し
、
I
S
O
９
０
０
１
規
格
要
求

事
項
に
沿
っ
て
改
善
点
を
見
つ
け
改

善
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
文
書
作
成
し
ま
す
。

そ
れ
を
も
と
に
運
用
と
改
善
を
重
ね

ま
す
。
内
部
監
査
を
行
い
運
用
が
マ

ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
問
題
な
い
か
、
改

善
が
で
き
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
す
。

　
運
用
状
況
の
検
証
や
効
率
的
か
つ

効
果
的
な
改
善
を
行
い
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
更
新
し
た
際
は
必

ず
効
果
を
確
認
し
、
効
果
が
あ
る
場

合
に
は
文
書
を
改
定
し
社
内
に
定
着

さ
せ
ま
す
。

◆
審
査

第
一
段
階
審
査
↓
第
二
段
階
審
査
↓

認
定
証
の
発
行

☆
第
一
段
階
審
査
（
本
審
査
）：
主

に
書
類
審
査
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
そ
の

も
の
が
I
S
O
９
０
０
１
の
規
格

と
ズ
レ
て
い
な
い
か
を
確
認
。
書

類
や
シ
ス
テ
ム
自
体
の
見
直
し
を

図
る
審
査
は
数
回
行
わ
れ
６
か
月

所
在
も
明
確
に
な
り
ま
す
。
シ
ス
テ

ム
に
沿
っ
て
業
務
を
行
う
こ
と
で
何

が
無
駄
か
が
は
っ
き
り
わ
か
る
の
で
、

業
務
の
効
率
化
が
図
れ
ま
す
。

　
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
て
も
シ
ス
テ
ム

と
し
て
解
決
し
や
す
く
な
る
た
め
、

ミ
ス
や
ク
レ
ー
ム
を
人
の
せ
い
に
す

る
な
ど
社
員
同
士
の
不
信
感
が
な
く

な
り
問
題
が
起
き
て
も
解
決
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

⑶
　
信
頼
が
得
ら
れ
る

　
I
S
O
の
認
証
を
得
ら
れ
る
と
、

外
部
の
第
三
者
の
証
明
に
よ
る
社
会

的
信
頼
が
獲
得
で
き
ま
す
。
大
企
業

は
自
社
内
で
独
自
の
シ
ス
テ
ム
を
構

築
で
き
ま
す
が
中
小
企
業
で
は
な
か

な
か
難
し
い
た
め
、
第
三
者
で
あ
る

I
S
O
が
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
と
遵

守
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
結
果
、

認
証
が
得
ら
れ
れ
ば
そ
れ
を
公
表
す

る
こ
と
で
信
頼
を
示
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
取
引
拡
大
や
売
上
増
加
に
も

繋
が
り
、
I
S
O
を
取
得
す
る
最
大

の
メ
リ
ッ
ト
と
い
え
ま
す
。

四
　
I
S
O
認
証
の
デ
メ
リ
ッ
ト

⑴
　
手
間
や
コ
ス
ト
が
か
か
る

　
認
証
取
得
に
は
事
前
準
備
や
人
材

確
保
が
必
要
で
す
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

文
書
化
す
る
作
業
や
試
行
錯
誤
す
る

記
録
業
務
が
増
加
し
管
理
者
や
担
当

者
の
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

⑵
　
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下

　
急
に
ル
ー
ル
で
が
ん
じ
が
ら
め
に

な
る
と
こ
れ
ま
で
う
ま
く
業
務
体
制

が
動
い
て
い
た
場
合
、
新
シ
ス
テ
ム

に
戸
惑
っ
た
り
慣
れ
る
の
に
時
間
が

か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
経
営
者

の
目
指
す
理
想
・
目
標
と
現
場
の
ギ

ャ
ッ
プ
が
生
じ
士
気
の
低
下
が
起
こ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

⑶
　
I
S
O
の
効
果
を
感
じ
に
く
い

　
ル
ー
ル
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

た
だ
け
で
す
ぐ
に
効
果
が
出
る
わ
け

で
は
な
い
た
め
、
運
用
・
維
持
に
メ

リ
ッ
ト
を
感
じ
ら
れ
ず
認
証
登
録
を

解
除
放
棄
す
る
企
業
も
散
見
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
I
S
O
の
運
用
活
用
が

適
切
に
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら

生
じ
る
こ
と
で
す
。
組
織
内
で
一
丸

と
な
っ
て
I
S
O
に
対
す
る
理
解
・

認
識
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

五
　
I
S
O
認
証
の
取
得
方
法

◆
事
前
準
備
　

　
組
織
体
制
を
明
確
化
し
I
S
O

認
証
の
責
任
者
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ

ン
バ
ー
を
確
保
し
ま
す
。
経
営
者
は

か
ら
１
年
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

☆
第
二
段
階
審
査
：
I
S
O
の
要
求

に
沿
っ
た
運
用
が
で
き
て
い
る
か

現
場
を
中
心
に
実
地
で
確
認
さ
れ

ま
す
。
I
S
O
の
要
求
事
項
す
べ

て
に
お
い
て
適
切
性
、
有
効
性
を

評
価
し
ま
す
。
基
準
を
満
た
し
た

ら
登
録
申
請
を
行
い
、
申
請
が
下

り
た
ら
、
晴
れ
て
認
定
証
の
発
行

と
な
り
ま
す
。

☆
取
得
後
：
認
証
後
は
３
年
に
１
回

の
更
新
審
査
と
年
１
〜
２
回
の
維

持
審
査
を
受
け
続
け
ま
す
。
認
証

当
初
の
運
用
が
正
し
く
行
わ
れ
て

い
る
か
、
問
題
が
生
じ
た
場
合
の

対
策
が
行
わ
れ
て
い
る
か
の
２
つ

が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
取
得

し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
継
続
す

る
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。

　
I
S
O
９
０
０
１
の
認
証
を
受

け
る
こ
と
は
一
言
で
言
う
と
、
企
業

価
値
の
向
上
で
す
。
I
S
O
の
要
求

事
項
に
沿
っ
て
運
用
す
れ
ば
確
実
に

得
ら
れ
る
も
の
で
す
。
事
前
準
備
や

更
新
な
ど
負
担
と
な
る
こ
と
も
多
い

で
す
が
、
そ
の
分
メ
リ
ッ
ト
も
大
き

く
こ
れ
か
ら
の
事
業
拡
大
に
向
け
て

会
社
の
強
み
と
な
る
で
し
ょ
う
。
一

度
検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
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令
和
５
年
度
税
制
改
正
（
案
）
で

は
、
家
計
の
資
産
を
貯
蓄
か
ら
投
資

へ
と
積
極
的
に
振
り
向
け
る
た
め

N
I
S
A
の
抜
本
的
な
拡
充
や
恒
久

化
、
相
続
時
精
算
課
税
制
度
の
見
直

し
や
相
続
税
の
計
算
上
加
算
す
る
生

前
贈
与
の
期
間
延
長
が
行
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
開
始
に
伴
い
課
税
事
業
者
と
な

る
免
税
事
業
者
の
負
担
を
軽
減
す
る

措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

法
人
税
や
納
税
環
境
整
備
の
見
直
し

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
以
下
、
主
な
改
正
項
目
を
整
理
し

て
み
ま
す
。

【
改
正
項
目
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

　
主
な
改
正
項
目
の
適
用
時
期
は
、

左
表
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
前
年

以
前
の
改
正
項
目
で
適
用
時
期
が
今

年
以
降
と
な
る
項
目
も
、
記
載
し
て

い
ま
す
。

N
I
S
A
の
拡
充

　
N
I
S
A
（
少
額
投
資
非
課
税
制

度
）
は
、
購
入
し
た
株
式
や
投
資
信

託
の
売
却
益
や
配
当
金
が
、
一
定
の

範
囲
内
で
非
課
税
に
な
る
制
度
で

す
。
N
I
S
A
に
は
一
般
N
I
S
A

と
つ
み
た
て
N
I
S
A
と
ジ
ュ
ニ
ア

N
I
S
A
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
非

課
税
と
な
る
保
有
期
間
や
非
課
税
枠

な
ど
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
非
課
税
と

な
る
保
有
期
間
が
無
期
限
と
な
り
、

非
課
税
枠
な
ど
が
拡
充
さ
れ
ま
す（
下

表
参
照
）。

中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
軽
減
税

率
の
延
長

　
法
人
税
の
税
率
は
23
・
２
％
で
す

が
、
中
小
企
業
者
等
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
法
人
を
除
い
て
年
８
０
０
万

円
以
下
の
部
分
の
税
率
が
15
％
と
な

る
軽
減
税
率
が
時
限
的
に
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
軽
減
税
率
の
特
例

が
２
年
延
長
さ
れ
、
令
和
７
年
３
月

31
日
ま
で
に
開
始
す
る
事
業
年
度
ま

で
と
な
り
ま
す
。

表1　改正項目タイムスケジュール
　　　（〇減税、●増税、－どちらともいえない）
2023年

（令和5年） 4月 ● 教育資金、結婚・子育て資金の
一括贈与の見直し

10月 － 消費税のインボイス制度が始まる
2024年

（令和6年） 1月 ● 帳簿の提出がない場合等の過少
申告加算税等の加重措置の整備

○ 新NISAの運用開始

○ 相続時精算課税制度において
110万円の基礎控除が可能に

● 暦年贈与における相続前贈与の
加算期間の延長開始

4月 ● 森林環境税が施行
2025年

（令和7年） 1月 ● 極めて高い水準の所得に対する
負担の適正化

－ 扶養控除等申告書の記載事項の
見直し

2026年
（令和8年） 1月 － 個人事業の開業・廃業等届出書

の提出期限の見直し
2027年

（令和9年） 1月 － 源泉徴収票の提出方法の見直し

－
納期の特例申請・青色申告承認
申請・青色専従者給与の届出・
給与等支払事務所の開設等届出
についての簡素化

表 2　NISA の改正点

一般NISA つみたてNISA ジュニアNISA 改正案

非課税保有期間 5年間 20年間 5年間※ 無期限

年間非課税枠 120万円 40万円 80万円 つみたて投資枠：120万円
成 長 投 資 枠：240万円

非課税限度額 600万円 800 万円 合計1,800万円
（内、成長投資枠は、1,200万円）

そ の 他 2023年で終了

※ 　2023 年末以降に非課税期間が終了するものについては、18歳になるまで非課税で保
有を継続可能

令和５年度　
税制改正（案）
のポイント
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相
続
時
精
算
課
税
制
度
の
見
直
し

　
相
続
時
精
算
課
税
制
度
を
適
用
す

る
場
合
、
贈
与
さ
れ
た
財
産
の
価
額

の
合
計
額
か
ら
特
別
控
除
額

２
５
０
０
万
円
（
複
数
年
に
わ
た
り

控
除
し
て
い
る
場
合
は
、
合
計
で

２
５
０
０
万
円
）
ま
で
控
除
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
改
正
で
は
、
こ

の
控
除
と
は
別
に
、
課
税
価
格
か
ら

基
礎
控
除
額
１
１
０
万
円
を
毎
年
控

除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

相
続
税
の
課
税
価
格
に
加
算
す
る
金

額
は
、
基
礎
控
除
額
を
控
除
し
た
残

額
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
生
前
に
ま
と
ま
っ

た
財
産
の
贈
与
を
し
に
く
か
っ
た
人

も
、
相
続
時
精
算
課
税
制
度
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
次
世
代
に
資
産
を
移

転
し
や
す
い
税
制
に
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
６
年
１
月
１
日
以
降
の
贈
与

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

暦
年
贈
与
に
お
け
る
相
続
前
贈
与

の
加
算
期
間
の
延
長

　
相
続
が
開
始
し
た
前
３
年
以
内
に

贈
与
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
贈
与
に

よ
り
取
得
し
た
財
産
の
価
額
は
相
続

税
の
課
税
価
格
に
加
算
し
ま
す
。
こ

の
加
算
さ
れ
る
期
間
が
、
令
和
６
年

１
月
１
日
以
後
に
贈
与
に
よ
り
取
得

す
る
財
産
に
係
る
相
続
税
に
つ
い
て

は
、
３
年
か
ら
７
年
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
改
正
は
、
暦
年
課
税
に
お
け

る
資
産
移
転
の
時
期
に
対
す
る
中
立

性
を
高
め
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
な

お
、
延
長
さ
れ
た
４
年
間
に
つ
い
て

は
、
贈
与
を
受
け
た
財
産
か
ら
総
額

１
０
０
万
円
を
控
除
し
た
残
額
が
、

相
続
税
の
課
税
価
格
に
加
算
さ
れ
ま

す
。

教
育
資
金
、
結
婚
・
子
育
て
資
金

の
一
括
贈
与
の
見
直
し
と
延
長

　
教
育
資
金
の
一
括
贈
与
に
係
る
贈

与
税
の
非
課
税
制
度
を
適
用
し
た
場

合
、
教
育
資
金
管
理
契
約
の
終
了
日

ま
で
に
贈
与
者
が
死
亡
し
、
相
続
税

の
課
税
価
格
の
合
計
額
が
５
億
円
を

超
え
る
と
き
は
、
非
課
税
拠
出
額
か

ら
教
育
資
金
支
出
額
を
控
除
し
た
残

額
を
受
贈
者
が
相
続
等
に
よ
り
取
得

し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
教
育
資
金
、
結
婚
・
子
育

て
資
金
の
一
括
贈
与
に
係
る
贈
与
税

の
非
課
税
制
度
を
適
用
し
た
場
合

に
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
た
年
齢
に

達
し
た
と
き
に
非
課
税
拠
出
額
か
ら

支
出
額
を
控
除
し
た
残
額
が
あ
っ
た

と
き
は
贈
与
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
が
、

そ
の
贈
与
税
の
税
率
は
一
般
税
率
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

　
教
育
資
金
、
結
婚
・
子
育
て
資
金

の
一
括
贈
与
に
係
る
贈
与
税
の
非
課

税
制
度
は
、
令
和
５
年
３
月
31
日
ま

で
に
行
わ
れ
た
贈
与
に
つ
い
て
適
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

前
記
の
改
正
が
行
わ
れ
た
上
、
教
育

資
金
の
一
括
贈
与
は
、
令
和
８
年
３

月
31
日
ま
で
、
結
婚
・
子
育
て
資
金

の
一
括
贈
与
は
、
令
和
７
年
３
月
31

日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
負
担
調
整
措
置

　
免
税
事
業
者
が
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行

事
業
者
に
な
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て

事
業
者
免
税
点
制
度
の
適
用
を
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
と
な
る
場
合
に
は
、

そ
の
事
業
者
が
納
付
す
る
消
費
税
額

を
、
課
税
標
準
額
に
対
す
る
消
費
税

額
の
２
割
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
令
和
５
年
10
月
１
日

か
ら
令
和
８
年
９
月
30
日
ま
で
で

す
。

　
ま
た
、
課
税
売
上
高
が
一
定
金
額

以
下
の
事
業
者
は
、
課
税
仕
入
れ
に

係
る
支
払
対
価
の
額
が
１
万
円
未
満

で
あ
る
場
合
に
は
、
一
定
の
事
項
が

記
載
さ
れ
た
帳
簿
の
み
の
保
存
に
よ

る
仕
入
税
額
控
除
が
認
め
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
は
令
和
５
年
10
月
１
日
か

ら
令
和
11
年
９
月
30
日
ま
で
で
す
。

電
子
帳
簿
等
保
存
制
度
の
見
直
し

　
電
子
取
引
の
取
引
情
報
に
係
る
電

磁
的
記
録
の
保
存
制
度
に
つ
い
て
、

シ
ス
テ
ム
対
応
が
間
に
合
わ
な
か
っ

た
こ
と
に
つ
き
相
当
の
理
由
が
あ
る

事
業
者
等
に
対
す
る
新
た
な
猶
予
措

置
を
講
ず
る
ほ
か
、
他
者
か
ら
受
領

し
た
電
子
デ
ー
タ
と
の
同
一
性
が
確

保
さ
れ
た
電
磁
的
記
録
の
保
存
を
推

進
す
る
観
点
か
ら
、
検
索
機
能
の
確

保
の
要
件
に
つ
い
て
緩
和
措
置
な
ど

が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

無
申
告
加
算
税
の
引
上
げ

　
無
申
告
加
算
税
は
、
納
付
す
べ
き

税
額
が
50
万
円
ま
で
は
15
％
、
50
万

円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
20
％

の
割
合
で
課
税
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
、

納
付
す
べ
き
税
額
が
３
０
０
万
円
を

超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
30
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
調
査

通
知
以
後
で
更
正
予
知
前
の
期
限
後

申
告
や
修
正
申
告
に
基
づ
く
無
申
告

加
算
税
の
場
合
は
、
30
％
で
は
な
く

25
％
に
な
り
ま
す
。
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労
働
基
準
法
に
お
い
て
は
労
働
時

間
の
上
限
（
原
則
と
し
て
１
週
間
40

時
間
、
１
日
８
時
間
。
い
ず
れ
も
休

憩
時
間
を
除
く
。）
が
定
め
ら
れ
、

使
用
者
は
、
こ
れ
を
超
え
て
労
働
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
超
過
す
る
場
合
は
、「
時

間
外
労
働
・
休
日
労
働
に
関
す
る
協

定
（
36
協
定
）」
の
締
結
・
届
出
が
必

要
で
す
。

　
こ
の
労
働
時
間
数
の
算
出
に
あ
た

り
、
使
用
者
の
指
揮
命
令
下
で
業
務

を
行
っ
た
時
間
は
労
働
時
間
に
該
当

す
る
も
の
と
し
て
判
断
を
す
る
こ
と

が
比
較
的
容
易
で
す
が
、
研
修
時
間

の
よ
う
に
、
労
働
時
間
に
該
当
す
る

か
否
か
を
判
断
す
る
と
き
に
迷
う
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、「
労
働
時
間
」
に
該
当

す
る
も
の
、
該
当
し
な
い
も
の
に
つ

い
て
解
説
を
し
ま
す
。

一

　労
働
時
間
の
考
え
方

　
労
働
時
間
と
は
、
使
用
者
の
指
揮

命
令
下
に
置
か
れ
て
い
る
時
間
の
こ

と
を
い
い
、
２
０
１
７
年
１
月
に
策

定
さ
れ
た
「
労
働
時
間
の
適
正
な
把

握
の
た
め
に
使
用
者
が
講
ず
べ
き
措

置
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」で
は
、

次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
　
労
働
時
間
と
は
、
使
用
者
の
指

揮
命
令
下
に
置
か
れ
て
い
る
時
間

の
こ
と
を
い
う
。

・
　
使
用
者
の
明
示
又
は
黙
示
の
指

示
に
よ
り
労
働
者
が
業
務
に
従
事

す
る
時
間
は
労
働
時
間
に
当
た
る
。

・
　
労
働
時
間
に
該
当
す
る
か
否
か

は
、
労
働
契
約
、
就
業
規
則
、
労

働
協
約
等
の
定
め
の
い
か
ん
に
よ

ら
ず
、
労
働
者
の
行
為
が
使
用
者

の
指
揮
命
令
下
に
置
か
れ
た
も
の

と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否

か
に
よ
り
客
観
的
に
定
ま
る
も
の

で
あ
る
。

・
　
客
観
的
に
見
て
使
用
者
の
指
揮

命
令
下
に
置
か
れ
て
い
る
と
評
価

さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
労
働
者
の

行
為
が
使
用
者
か
ら
義
務
付
け
ら

れ
、
又
は
こ
れ
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
た
等
の
状
況
の
有
無
等
か

ら
、
個
別
具
体
的
に
判
断
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。

二

　労
働
時
間
の
該
当
・
非
該
当

　
個
別
の
事
例
を
取
り
上
げ
な
が

ら
、
労
働
時
間
に
該
当
す
る
も
の
、

該
当
し
な
い
も
の
を
見
て
い
き
ま
す
。

㈠

　研
修
・
教
育
訓
練

　
研
修
・
教
育
訓
練
の
時
間
は
、
そ

れ
ら
の
受
講
等
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
か
否
か
な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
に
な

り
ま
す
。

〈
労
働
時
間
に
該
当
す
る
事
例
〉

・
　
労
働
安
全
衛
生
法
に
定
め
ら
れ

た
安
全
衛
生
教
育
の
実
施
に
要
す

る
時
間
。

・
　
研
修
や
教
育
訓
練
へ
の
不
参
加

に
つ
い
て
、
就
業
規
則
で
減
給
処

分
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
り
、
不

参
加
に
よ
っ
て
業
務
を
行
う
こ
と

が
で
き
な
い
な
ど
、
事
実
上
参
加

を
強
制
さ
れ
て
い
る
も
の
。

・
　
使
用
者
が
指
定
す
る
社
外
研
修

に
つ
い
て
、
休
日
に
参
加
す
る
よ

う
指
示
さ
れ
、
後
日
レ
ポ
ー
ト
の

提
出
も
課
さ
れ
る
な
ど
、
実
質
的

な
業
務
指
示
で
参
加
す
る
研
修
。

・
　
自
ら
が
担
当
す
る
業
務
に
つ
い

て
、
あ
ら
か
じ
め
先
輩
社
員
が
そ

の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
と
こ
ろ

を
見
学
し
な
け
れ
ば
実
際
の
業
務

に
就
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ

て
い
る
場
合
の
業
務
見
学
。

〈
労
働
時
間
に
該
当
し
な
い
事
例
〉

・
　
研
修
・
教
育
訓
練
に
つ
い
て
、

業
務
上
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い

自
由
参
加
の
も
の
。

・
　
終
業
後
の
夜
間
に
行
う
た
め
、

弁
当
の
提
供
は
し
て
い
る
も
の
の
、

参
加
の
強
制
は
せ
ず
、
ま
た
、
参

加
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
不
利
益

な
取
扱
い
も
し
な
い
勉
強
会
。

・
　
労
働
者
が
、
会
社
の
設
備
を
無

償
で
使
用
す
る
こ
と
の
許
可
を

と
っ
た
上
で
、
自
ら
申
し
出
て
、

一
人
で
ま
た
は
先
輩
社
員
に
依
頼

し
、
使
用
者
か
ら
の
指
揮
命
令
を

受
け
る
こ
と
な
く
勤
務
時
間
外
に

行
う
訓
練
。

・
　
会
社
が
外
国
人
講
師
を
呼
ん
で

開
催
し
て
い
る
任
意
参
加
の
英
会

話
講
習
（
※
英
会
話
は
業
務
と
は

関
連
性
が
な
い
）。

㈡

　仮
眠
・
待
機
時
間

　
使
用
者
の
指
示
が
あ
っ
た
場
合
に

労働時間に　　
該当するもの・

しないもの
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は
即
時
に
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
を

求
め
ら
れ
て
お
り
、
労
働
か
ら
離
れ

る
こ
と
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
状
態

で
待
機
等
し
て
い
る
時
間
（
い
わ
ゆ

る
「
手
待
時
間
」）
は
、
労
働
時
間
に

該
当
し
ま
す
。

　
一
方
、
仮
眠
室
な
ど
に
お
け
る
仮

眠
の
時
間
に
つ
い
て
、
電
話
等
に
対

応
す
る
必
要
は
な
く
、
実
際
に
業
務

を
行
わ
な
い
こ
と
が
保
障
さ
れ
て
い

る
場
合
に
は
、
労
働
時
間
に
該
当
し

ま
せ
ん
。

㈢

　労
働
時
間
の
前
後
の
時
間

　
労
働
時
間
の
前
後
の
時
間
の
扱
い

は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
労
働
時
間
に
該
当
す
る
事
例
〉

・
　
使
用
者
の
指
示
に
よ
り
、
就
業

を
命
じ
ら
れ
た
業
務
に
必
要
な
準

備
行
為
（
着
用
を
義
務
付
け
ら
れ

た
所
定
の
服
装
へ
の
着
替
え
等
）

の
時
間
。

・
　
業
務
終
了
後
の
業
務
に
関
連
し

た
後
始
末
（
清
掃
等
）
を
事
業
場

内
に
お
い
て
行
っ
た
時
間
。

〈
労
働
時
間
に
該
当
し
な
い
事
例
〉

・
　
更
衣
時
間
に
つ
い
て
、
制
服
や

作
業
着
の
着
用
が
任
意
だ
っ
た

り
、
自
宅
か
ら
の
着
用
を
認
め
て

い
る
よ
う
な
場
合
。

・
　
交
通
混
雑
の
回
避
や
会
社
の
専

用
駐
車
場
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
等
の
理
由
で
労
働
者
が
自
発
的

に
始
業
時
刻
よ
り
前
に
会
社
に
到

着
し
、
始
業
時
刻
ま
で
の
間
、
業

務
に
従
事
し
て
お
ら
ず
、
業
務
の

指
示
も
受
け
て
い
な
い
よ
う
な
場

合
。

㈣

　直
行
直
帰
・
出
張
に
伴
う
移
動

時
間

　
移
動
時
間
の
扱
い
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

〈
労
働
時
間
に
該
当
す
る
事
例
〉

・
　
業
務
指
示
を
受
け
、
業
務
を

行
っ
て
い
る
場
合
。

・
　
物
品
の
監
視
な
ど
別
段
の
指
示

を
受
け
な
が
ら
行
っ
て
い
る
場
合
。

〈
労
働
時
間
に
該
当
し
な
い
事
例
〉

・
　
移
動
中
に
業
務
の
指
示
を
受
け

ず
、
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
も
な

く
、移
動
手
段
の
指
示
も
受
け
ず
、

自
由
な
利
用
が
保
障
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
場
合
。

・
　
取
引
先
の
会
社
の
敷
地
内
に
設

置
さ
れ
た
浄
化
槽
の
点
検
業
務
の

た
め
、
自
宅
か
ら
取
引
先
に
直
行

す
る
場
合
。

・
　
遠
方
へ
の
出
張
で
、
仕
事
日
の

前
日
に
当
た
る
休
日
に
、
自
宅
か

ら
直
接
出
張
先
に
移
動
し
て
前
泊

す
る
場
合
の
休
日
の
移
動
時
間
。

泫
　
出
張
中
の
移
動
時
間
は
別
段

の
業
務
指
示
等
が
な
い
場
合
は

労
働
時
間
に
該
当
し
ま
せ
ん

が
、
労
災
保
険
の
扱
い
で
は
、

出
張
先
へ
向
か
っ
て
住
居
又
は

事
業
場
を
出
た
と
き
か
ら
帰
り

着
く
ま
で
の
全
行
程
に
わ
た
っ

て
一
般
的
に
業
務
遂
行
性
や
業

務
起
因
性
が
認
め
ら
れ
、
保
険

給
付
の
対
象
と
な
り
得
ま
す

（
積
極
的
な
私
的
行
為
で
寄
り

道
し
た
場
合
等
を
除
き
ま
す
）。

㈤

　健
康
診
断

　
労
働
安
全
衛
生
法
に
定
め
ら
れ
た

健
康
診
断
に
つ
い
て
は
、
健
康
診
断

の
種
類
に
よ
り
扱
い
が
異
な
り
ま
す
。

〈
一
般
健
康
診
断
〉

　
労
働
者
へ
の
一
般
健
康
診
断
は
、

一
般
的
な
健
康
の
確
保
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
事
業
者
に
そ
の
実
施

義
務
を
課
し
た
も
の
で
あ
り
、
業
務

遂
行
と
の
関
連
に
お
い
て
行
わ
れ
る

も
の
で
は
な
い
た
め
、
そ
の
受
診
の

た
め
に
要
し
た
時
間
に
つ
い
て
は
当

然
に
は
事
業
者
の
負
担
す
べ
き
も
の

で
は
な
く
労
使
協
議
し
て
定
め
る
べ

き
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す（
労

働
時
間
へ
の
算
入
を
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
）。

　
た
だ
し
、
労
働
基
準
法
の
通
達
に

お
い
て
「
労
働
者
の
健
康
の
確
保
は

事
業
の
円
滑
な
運
営
の
不
可
欠
な
条

件
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の

受
診
に
要
し
た
時
間
の
賃
金
を
事
業

者
が
支
払
う
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
特
殊
健
康
診
断
〉

　
特
定
の
有
害
な
業
務
に
従
事
す
る

労
働
者
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
特
殊
健

康
診
断
は
、
事
業
の
遂
行
に
絡
ん
で

当
然
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

性
格
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
所
定

労
働
時
間
内
に
行
わ
れ
る
の
を
原
則

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
特
殊
健
康
診
断
の
実
施
に

要
す
る
時
間
は
労
働
時
間
と
解
さ

れ
、
法
定
労
働
時
間
外
に
行
わ
れ
た

時
は
、
時
間
外
労
働
に
対
す
る
割
増

賃
金
も
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

三

　そ
の
他
の
取
り
扱
い

　
今
回
取
り
上
げ
た
も
の
の
ほ
か
、

業
種
に
応
じ
た
基
準
等
が
定
め
ら
れ

て
い
る
も
の（
例
え
ば
、
ト
ラ
ッ
ク
・

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
な
ど
自
動
車
運
転

者
の
労
働
時
間
等
の
改
善
の
た
め
の

基
準
、
医
師
の
研
鑽
に
係
る
労
働
時

間
に
関
す
る
取
扱
い
の
通
達
な
ど
）

も
あ
り
ま
す
。
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　睡眠時間は削るもの、と日本では思われ
がちですが、コロナ禍を経て心身ともに健
康的な状態に備えることが重視され睡眠の
重要性が注目されています。
　経済協力開発機構（OECD）の2021年版
調査によると、日本人の平均睡眠時間は7
時間22分と対象33カ国のうち最下位を記
録しており1位のアフリカより2時間近く
短く、さらに、厚生労働省が公表したデー
タによると睡眠時間が7時間以下の人の合
計が67.7％に及び日本人は全体的に睡眠
不足であると言えます。
　睡眠は、体調や労働生産性に直結します。
企業にとって従業員の健康維持・増進を行
うことは医療費の適正化や生産性の向上、
さらには企業イメージ向上等につながり、
そうした取り組みに必要な経費は単なる「コ
スト」ではなく、将来に向けた「投資」であ
ると捉えられる「健康経営」の実施が重要

となってきています。この健康経営を支え
るのが「スリープテック」です。スリープテッ
クとは、睡眠の「Sleep」とテクノロジーの
「Tech」を掛け合わせた言葉でセンサーや
アプリといったIT・AIなどの技術を活用し
睡眠前の環境、入眠から睡眠途中の覚醒や
起床までの定量的な取得データを分析し
フィードバックを何らかの形でアウトプッ
トする機器・サービス・システムです。
　スリープテックの世界市場は7年後の
2030年には約10兆円と現在の4倍ほど
に膨らむと見込まれています。脳波による
睡眠解析を行い睡眠障害の兆候を探った
り、腕時計型端末で覚醒時と睡眠時の心拍
数から精神不調の可能性を予測したり、ま
た、腕の動きを分析することで眠りについ
た時間や深さなどを測定し精神疾患リスク
を提示する機能の開発に乗り出すなどス
タートアップの取り組みが相次いでいます。
健康経営の視点からも、企業の積極的な取
り組みにスリープテックが一役買いそうです。

見過ごせないスリープテック

　3月になり冬から春になるにつれ寒暖差
の大きい季節となりました。だるい、疲れ
がたまることはありませんか？
　それは「寒暖差疲労」かもしれません。
寒暖差疲労とは、前日との気温差や、一日
の最高気温と最低気温の差が7度以上ある
時に起こりやすくなるもので体温を調節す
る自立神経が過剰に働いて倦怠感、冷え性、
頭痛、肩こり、胃腸障害などさまざまな症
状が出てしまう気象病の一つです。
　冷暖房に頼りすぎるのはよくありません。
たとえば、昼間は気温が高いため2時間お
きの換気で外気を室内に取り込み身体を冷
やしたり、夜は気温が低いので温かい飲み
物を飲んで体を温めるなど一日の中で意識
的に寒暖差をつけることが自律神経のト
レーニングになります。
　自立神経は首や耳の周りに集まっていま
す。仕事の合間に首肩の筋肉をストレッチ
したり耳をつまんで前後に回したりするこ
とも自律神経の働きを整えるのに有効です。

寒暖差疲労対策
　仕
事
を
し
て
い
る
と
何
か
良
い
ア

イ
デ
ア
は
な
い
か
な
と
煮
詰
ま
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
い
っ
こ
う
に
ひ
ら

め
か
な
い
！
そ
ん
な
と
き
は
「
ぼ
ー

っ
と
し
て
み
る
」の
が
一
番
で
す
。

　ひ
ら
め
き
と
か
か
わ
る
の
が
「
デ

フ
ォ
ル
ト
・
モ
ー
ド
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

と
い
う
神
経
活
動
で
す
。
ぼ
ん
や
り

し
た
り
、
散
歩
し
た
り
、
ト
イ
レ
に

行
っ
た
り
す
る
と
急
に
ひ
ら
め
い
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ

う
い
う
時
に
デ
フ
ォ
ル
ト
・
モ
ー
ド
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
活
性
化
す
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
脳
が
こ
の
モ

ー
ド
に
な
る
と
自
分
を
振
り
返
っ
た

り
様
々
な
記
憶
情
報
を
物
語
と
し
て

脳
が
作
り
直
し
て
い
て
、
つ
な
が
る

と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
つ
な

が
り
を
発
見
し
た
り
す
る
の
で
す
。

　う
ん
う
ん
頭
を
抱
え
て
い
る
状
態

と
逆
の
散
歩
や
お
風
呂
な
ど
何
か
日

頃
の
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
で
で
き
る
行
動

で
ひ
ら
め
き
が
生
ま
れ
解
決
で
き
る

秘
策
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ひ
ら
め
く
た
め
の
秘
策

発行


